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27， 700部発行・

六月二十九日から三日間、三 11

十四年第二回自の市議会主主例 11 

会がひらかれました。この議"

会では、 E望定資産税・都市計

磁税り減税干、新市町村建設

促進法にもとずいて、合併後

の建設計画を調整審議する。

「平塚市新市建設審議会条例J の制定がおこなわれたほか、

三十四年度当初予算に肉づけする一般会計追加更正予算が成

立をみました。とくに、追加更正予算では、一億七百七十八

万余円の増額がおこなわれ、学校@道路窃排水路@公民館の

建設・漁港整備・観光線設の主主備など、第二期戸111市政第一

年次の意欲的な事業がもりこまれました。
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Oだれにも言蓄え

ないあなたの悩

み、心配ζ、とを

そっと訴えてい

ただく。

とき e 億円第 1

と第3 月匠霊 9 時一1号待。

ところ e 見総合益金堂

相談員@婦人民生委員ほか

根談再軍事・努のうえ@健康@家庭

@伎震 e 職業 e 結婚@主主活@教育

その他精神的経済的問題なんでも

(市福祉事務所

社会議位協議会)

7 月 31 日まで全国貯蓄運動が
展開されております。

最近はお金の尊い時代となっ

てまいりました。みなさまの

御家庭で出来るだけ生活の合

環化を遊ばされて極力余裕金

を御預金なされますようおす

i め申し上げます。
むみなき
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か

議加箆正予算

0778万円増の
8 月 29日からひらかれた、例年第 2 回市議会定例会で、

事事がとおりました。この追加更正予算は、さきに、骨務予算としてくまれて
いた当初予算に、市長@市議改選後の新構想を肉づけしたといえる

設費など 1 億 778 万円の追加増額を行っています。これで、

会計の総額は、 7億4， 514 万円にな担ました。追加更正予算の内容はあらま
しつぎのとお哲です。

財源に繰越金など 静市幹線第4 号排水路(コ Y夕日{
今{jj]の追加予算の財源には、閣の補助 ト道路) I奇第吾号排水路く競輪場北
金1， 685万円、県支出金297万円、 33年 側〉のVユ Yセツ。静都市水中l第 8
度からの繰越金 5， 929 万丹、競輪事業号幹線排水路〈酋海岸〉延長320加
の収益からえ 2∞万円のほか、起債〈図新設静須賀打越~羽衣線道路鎌装31
庫からむ長期借入れ) 620 万円などを 6m静宝町 1 号線〈セ Y トラノレ前〉
あてました。この財源のうちd とく 道路舗装482問。市道補助幹線の防

に、繰越金広告29円万は、 32 年度繰越 じんく盛〉舗装1O， OOOm2o 静舗裟
金の{音畿にちかく、黒字になった平塚する道路の車歩道境界の新設。判紹

市財政の余裕をものがたるものとみる 南海岸公関(須賀〉の皇室備o ~四十
ことができます。 瀕)11公腐の整備。静湖南平電気架線
支出予算函に増額された 1 億 0， 778 万工事負担金。静都市改造事業区画整
内の内わけはつぎのとおりです。ほと 理地区〈馬入、平塚地区25万坪〉の
んど全費自にわたって投資的経費がも 調査費。静その他道路新設改良にと
ワこまれており、特筆にあたし、する事 もなう用地質収費など。
業がうちだされています。 江陽@革手伝野に鉄筋校舎

手車回・主主島@岡崎に 地区民待望の旭公民館も
消防分間 JT会 ③教資重量・増 5 ， 278 万円

②役所愛・増 200 万円ごみ収集車購入 善図書館移転関係費。静江陽中鉄筋
③熔防費 e 増428万円 3 階建校舎 (8 教室〉新築，善春日
静第13 (神間〉第 14 (城島〉第 20 野中鉄筋 3階建校舎く 9 教室〕新築
〈岡崎〉分[iljに庁舎建設静第 4 (須 静浜岳中便所浄化そう新設。静土沢
主主〉第15 (景酪〉分I主用半銭購入。 中校舎防火壁新設。善大野小屋内運
静第 7' 8 ・ 9 (旭〉第13. 14 ・ 20 動場鉄筋614m2新築。静豊田小屋内

各分開ホース洗場建築静消防箸大野 運動場鉄筋495m2新築。静加公民館

出張所ほか11 コ分団の火の克やぐら 木造284m2 (須賀公民館と同程度〉

塗装補修。静消防井戸新設10基。静 新築など。
火の見やぐら移転工事 4 基など、ぃ 市営住宅31戸、導流堤工
ずれも消防整備 5 カ年計憶にも主ず 事、広報事などとおる

いて予算化されたものです。 ⑥社会福祉重量@増 809 万円

道路 798m 告書袋、排水路 静第 2穏公営住宅 L木造 28mり 28

新設、公自主整備など 戸および母子住宅 3 戸建設。争愛の
④土木索。増広告別万円 鎖設蜜啓発費。静心配ごと格談室設

霊童補助金など。

j ⑧産業総済繁・増553万円

静漁港導流堤延長工事負担金。静観

光協会補助金。軒先附台レストハウ

| ス便所浄化そう補修その他
l ⑬諸支出金@増 300 万円静交通安全i協

会補劫金o ~広報車〈中型・移動窓

口としての機能をもっ〉購入
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魚市場(後)23 日@喜高松自重主車検査

場〔前)農業会館(後)24臼@農研

(前)馬入青年会館(後) 27日@崇

菩小(前)見附台公金主主(後)28臼@

平塚保健所(後)

結核l手、選伝でも血統でもなく

伝染病です、予防接種でふせ

げます。ぜひ鍵康診断へ

診断寄れても心配ない。早

〈みつけて阜〈なおそう

結核健擦診断巡回

φ対象@家族会員(学校つとめ先

でした人は除く〕 φ掛金@無斜φ

レントゲン検査@各企湯でかん、た

んにで吉ます。ボタン類のついて

ない下着なら蕃たま〉でけっζ う

です。@日程 e ツベノレクロン反応

と間接撮影の臼ど Pは次のとお目

以下〔前〉は午前 10 待~正午、

(後)は午後1符~'l時までです。

20B' 春日神社債ü) 花水金館

(後) 21 日@大久保主主観(部)自

立史小(後)228 11>須賀公民館(官官〕

喜容環銀座
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骨
開
館
は
、

七
月
九
日
民
所
へ
移
転
し
ま
し
た
。
電

凶
一
玉
、
パ
ス
霊
山
一
夜
露
点
ま
え
、

花
氷
初
口
に
ち
か
く
松
訴
の
な
か
、
腕
肝

h
rな
積
場
で
す
。

務豊富号

市
民
総
合
体
育
大
会
と

青
年
体
育
大
会
招
穏
鎮
で

京き告書室主義経ら千 il' りつをお
る 。こを得、普段べ例区三さたツお
話平わコなこ言吉旬、下、もれりプい
で塚さワいれ 0-' ,* ~主良ひる、シ月
あのなス。で増主宰昨t E忌くとガ?と tこ
る品くやみは設は台「くいラりは
位 τ 1p ん君主をと~~ ~豊三うスコニ
もらな言去のれ通分量足。を受

気すをむ属ぞな誌の言百モ 'tc 新一
員むし白にむい耕三あの?と夜癒
をよめで伺芦と遡千越う吉を二
長うだ、情もい一円一えわ喜善
ぶし奈せおう千 tこ芝、つぎ話

がレ、弧ざお。円くニ和党:と楼

除手 lh よプて
さ伝子官ときいやパん 3主 主党う F苦 闘
んえ}司祭とつノレで重量去三な琴 震窓

iE 実習是正品吉会軍基富広コ!ll
絡しンせ、レのれ採めの?と報 r， 1:- 教
をい!円て罪事い効るさ重量出た民 E 

苦と患い I~ 0 ç; 定前しまの Jl/あ
之官需芸主夫喜霊安要 b主主 E トる苦
いもこくにノレむさンさ向車馬、監む
方のの。あトゐれ病ん防庁

同ぷモ.tゑ型主アミー長 。l'ff.;j' g 
なでコじ 持らの

(キヤ Yプ御旅行の}
計画は.....当社へ

惨ぷど査事事告と要事f車庫需

鈴山中;窃キャンプパス 惨ナイ 11-・〈野球発物) 惨B光鬼怒lIJllÞ-ir畠 (J)量産:もお品開部8.9月 6S.13El.由良時発￥醐
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選iE規模と教育環境全国一

ζ
ζ

平
塚
に
も
よ
る
乱
掘
や
、
考
古
閥
単
好
者
に
よ
る
が
判

p
、
一

世
界
に
諮
る
べ
き
盗
震
が
め
だ
っ
て
来
て
い
る
。
乙
れ
銅
器
支
佑
の
移
り
変
白
が
判
る
今
回

麓
足
跡
は
少
存
え
に
お
車
を
か
け
て
、
道
路
@
ガ
ス
@
で
あ
白
ま
す
の
に
、
残
念
に
も
当
市

あ
れν
ま
せ
ん
。
文
水
道
主
事
に
よ
る
被
援
が
多
い
こ
と
に
あ
っ
て
は
先
史
時
伐
(
無
土
器
@

化
酎
聞
は
市
民
の
誇
で
す
。
(
最
近
古
一
月
の
万
回
貝
塚
諮
縄
文
@
総
生
@
古
墳
が
骨
文
化
)
の
間
前

り
で
あ
り
そ
し
て
の
水
道
工
事
が
そ
の
例
)
こ
の
ま
ま
四
百
は
、
前
人
未
踏
モ
あ
白
ま
す
。
者

そ
の
保
護
は
当
然
の
義
務
で
も
あ

D

に
し
て
麓
き
ま
す
と
、
教
印
後
の

C

き
考
治
学
者
逮
は
乙
の
処
女
地
を
呂

ま
す
。
の
平
壌
に
は
、
従
界
に
量
る
滋
史
跡
ざ
し
、
新
し
い
学
問
を
身
に
つ
け
、

織
す
〈
交
佑
獄
中
期
の
標
式
土
器
は
町
内
に
一
つ
の

ζ
ら
な
く
な
る
で
し
新
レ
い
方
部
か
ら
、
新
レ
い
見
方
、

9
E
E四
台
式4
を
出
向
土
ず
る
広
川
の
よ
う
。
私
選
市
民
に
と
っ
て
は
残
念
新
レ
い
考
え
で
、
広
く
交
的
婚
を
研

五
磁
合
貝
塚
。
学
問
抗
措
展
に
役
立
ち
な
こ
と
で
あ
白
、
不
名
誉
が
の

ζ
る
抽
出
す
るζと
で
す
。

乙
の
一
ニ
一
月
に
ん
ゲ
伊
勢
構
築
鳩
山
の
異
式
の
で
す
。
交
信
施
設
あ
っ
て
こ
そ
女
大
入
八

γ道
は
こ
れ
ら
者
き
考
古
学
者

土
子
富

z
t
L
i
-
-‘p
i
-
-
i
b

の
務
手
を
つ
き

芸
的
に
有
名
鵠
議
文
佐
財
閥
と
急
襲
襲
撃
な
い
で
、
混
か
く

な
方
自
の
貝
殻
涙
議
山
議
灘
駅
乙
れ
を
育
て
上
げ

思
議
、
そ
し
て
、

A

〉
〉
ミ
議
マ
ペ
警
よ
札
で
は
あ
り
ま

塁
、
議
震
と
民
イ
カ
も
\
\
せ
ん
か
、

ζ
れ
ら

の
異
式
土
器AVを
若
い
苓
が
禅
問
っ
て

出
土
し
た
根
坂
閣
の
日
向
丘
遺
跡
。
化
都
市
平
塚
で
す
。
学
校
教
育
の
た
こ
そ
、

ζ
の
平
塚
が
育
ち
、
こ
の
自

陣
門
杓
は
薪
わ
レ
く
な
っ
て
、
砂
丘
を
め
に
も
、
市
民
女
佑
の
向
上
の
た
め
本
が
一
歩
前
進
す
る
り
で
す
。
若
芽

副
利
用
し
た
大
塚
山
寺
境
、
金
療
を
出
に
も
、
同
早
急
な
博
物
館
設
ま
を
望
む
を
育
て
る
混
祭
は
、
得
物
僚
の
ほ
か

し
た
根
坂
闘
の
積
穴
官
口
議
、
隠
分
寺
も
の
で
す
。
あ

b

ま
せ
ん
。
当
平
塚
に
と
っ
て
も

の
一
部
で
あ
ろ
う
と
最
近
注
目
さ
れ
か
つ
て
世
界
的
な
考
古
学
者
、
ゴ
今
が
一
番
大
事
な
持
で
す
、
私
選
の

だ
し
た
凶
/
宮
の
下
の
郷
時
間
寺
そ

i
ド

y
e
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
『
考
古
手
で
、
ζ
の
平
塚
を
、
本
当
白
女
川
惜

し
て
、
奈
良
叡
の
鉄
器
投
出
土
し
た
学
と
は
考
え
る
学
問
で
あ
る
』
と
一
高
都
川
市
に
、
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

邸
総
選
跡
等
々
、
数
え
き
れ
な
い
。
い
ま
し
た
が
、
私
は
「
考
吉
寧
と
は
強
か
。

し
かγ
u、
残
念
な
こ
と
に
は
、
平
像
の
学
問
で
あ
る
」
と
い
い
た
い
。
平
塚
史
談
会
長
@
郷
土
出
土
口
前
議
査

塚
に
博
物
銭
が
な
い
乙
と
で
す
。
各
そ
の
人
の
思
考
力
、
却
ち
想
像
力
に
研
究
室
主
事

地
A
rら
考
古
資
判
制
が
出
土
し
ま
す
よ
っ
て
説
が
違
う
か
ら
で
す
。
我
国
会
社
員
斉
藤
礼
遇
(
引
)

が
、
私
物
に
さ
れ
、
ま
た
学
位
選
に
ぜ
は
一
片
の
在
片
か
ら
泡
石
器
交
佑

1
1
1
1
1
1

一
公
混
箆
骨
盤
樟
越
に
つ
い
て

盆i
遣
問
一
宮
喜

売
買
、
貰
貸
借
、
消
費
貸
借
一
当
事
者
双
方
の
印
鑑
止
印
鑑

識
言
等
に
隠
す
る
公
正
託
書
一
葉
明
、
代
理
人
む
と
き
は
委

曲
作
成
が
確
定
自
付
、
定
款
一
住
状
と
本
人
、
代
謹
人
自
由
州

由
認
箆
等
一
畿
と
印
鑑
証
明


